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CO2累積総排出量と気温上昇の関係は⽐例
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第１次報告

第２次報告

第３次報告

ＩＰＣＣ 国内対策

気候変動枠組条約

ＣＯＰ１（ﾍﾞﾙﾘﾝ ﾏﾝﾃﾞｰﾄ）

Ｃ０Ｐ３（京都議定書採択）

ＣＯＰ７（京都議定書詳細運
用ルール合意）

1990

1995

2001

2002

1997

地球温暖化防止行動計画

地球温暖化対策推進法、
省エネ法改正

推進法・省エネ法改正

京都議定書発効

経団連自主行動計画

1992

京都議定書目標達成計画
推進法改正・省エネ法改正

EU排出量取引開始

日本・ＥＵが議定書批准

2005

２００７ 第４次報告 COP13/CMP3（バリ行動計画）

国連会議
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COP16/CMP6「カンクン合意」
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COP17/CMP7「ダーバンでの合意」
NR[D<4

第5次報告
��(K3F�

G
H
@
�
J

�
�
�
�

1PB5)�W�+

2>,-C

����
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COP21/CMP11
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再エネ電力比26.5％

風力

バイオマス

太陽光

地熱、海洋
温度差発電

水力

世界の約4分の1以上は再エネ電気

出典︓REN21（2018）
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⾃然エネルギー100％を宣⾔する
世界の企業。220社以上が参加
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世界では再エネ関連の雇⽤は1000万⼈超となった

⽇本でも約38万⼈の雇⽤者
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どのような電気が良いのか︖
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⾃然エネルギー市⺠の会
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福島りょうぜん市⺠共同発電
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・地球温暖化が進行していて、「気候の危機」に。
・平均気温の上昇を1.5℃に抑えなければ、深刻な状況になる。
○気候の危機は福祉や基本的人権の脅威に。

・パリ協定に沿って、世界では「脱炭素」「自然エネルギー100%」
への転換が起きつつある。

・温暖化対策が生活の質の向上、雇用の促進、地域の活性化
につながる。
○地球温暖化対策は福祉の向上に貢献する。

・持続可能な社会や経済、くらしに向けての大転換を体験できる
希望と展望を。


